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に い こ 下 き 幕 騎 1 方 た 方 が 歳 を 康 い 浜

あ 。 取 取 た 府 馬 万 原 武 を 遠 。 1 築 に な 松 徳

っ 人 り を と の 軍 2 へ 田 手 江 上 5 く っ ど 城 川

て の を 棚 い 礎 団 千 向 軍 中 国 洛 7 た て 大 で 家

も 長 し か え を に 。 か は に に 途 2 め 、 き 過 康

急 い た ら る 築 徳 数 っ 2 お 進 中 年 の こ な ご は

が 一 わ 牡 。 く 川 に た 万 さ 軍 の 、 試 の 戦 し 2
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、 で で 良 も し が も う う 餅 康 と は る 川 千 南 北 田 康 の 7 は い 歳

我 苦 は い せ て 、 あ も に の の が 総 武 軍 、 下 遠 信 3 時 年 こ る か

慢 難 な と ず 何 決 る の 歌 よ 天 で 崩 田 は 三 し 地 玄 1 代 間 の 。 ら

ろ 世 響 新 こ る き と ん る 前 で を 帰 一 れ だ は 城 長 4

う の で 型 と 『 、 と な こ と あ す っ 生 と っ 、 か 篠 5

。 中 大 コ が 次 新 ら に と 思 る る た を な た 徳 ら 、 歳

に き ロ 大 の し え 辛 も え 。 こ 。 得 り と 川 出 小 ま

も く ナ 事 一 い 、 く な ば 不 と て 、 言 3 陣 牧 で
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武 た の 。 武 に 国 は る い 、 援 見 に 次 布 う 張 の 軍 見 家
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城 た 元 を の で 誕 い の が と 、 城 だ 経 、 。 城 戦 攻 化 何 を

を 岡 死 送 人 織 生 た 父 な 、 松 主 っ 験 屈 浜 の 闘 を に 度 巧

景 た 何 を れ い 当 時 住 っ 興 な 頭 聞 の 居 へ 後 城 岡 3 離

色 ん を し た て 然 に む た 味 私 に き 頃 残 武 城 移 、 主 崎 年 れ

を だ 考 た が 全 、 、 長 。 を が 入 慣 か 念 田 と る 1 と 城 の 、
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い こ に し ス い 歴 観 で 祖 来 け い 葉 苦 は 、 ・ に た て の 家 っ ま

た か 築 か リ ま 史 光 行 父 事 歴 。 が 手 小 信 信 浜 。 三 後 康 て で

ん ら 城 っ ッ ま に し っ 母 が 史 そ 全 だ 学 長 康 松 そ 河 1 は い に
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増 ど 死 「 大 だ す 知 た 的 張 を 景 城 た そ で 年 安 都 に 「 職 を 年 移 秀 た し 初 築 点 対 康 き

す 想 に あ 軍 と る っ 上 な り 与 、 に 。 の 息 に 住 の 戻 大 を 開 で 封 吉 。 た の い を 秀 の 後

る 像 戻 の が 思 楽 て で こ の え 後 ま 調 時 康 き 初 ろ を 駿 の 二 っ 御 譲 い 幕 さ の こ 城 天 た 駿 吉 前 、

。 す っ 戦 攻 う し い 城 と 狙 た に つ べ の を た め う 引 6 安 条 て 所 る た を れ 命 の 郭 守 。 府 に に 次

る て か め 。 さ る を 。 い の ど わ て 感 調 。 て 、 き 1 住 城 く 」 と 後 引 た に 時 を や 家 に 備 立 は

と き ら て 「 が こ 訪 こ 、 か の る 知 情 べ 今 持 と と 6 の に る と 、 、 く こ よ の 持 石 康 移 え ち 羽

楽 た こ き こ 生 と れ れ 当 、 よ 出 っ を て 回 つ い っ 年 地 移 。 な 家 秀 。 と り 駿 つ 垣 に し 、 は 柴

し の の た の ま と た ら 時 立 う 来 た 思 い 、 こ う た に と っ 一 っ 康 忠 江 に 、 府 城 を と 駿 家 だ 秀

さ か 地 の 敷 れ リ 時 を の 地 な 事 こ い る 徳 と 興 。 駿 し た 時 て は に 戸 よ 関 時 で 中 っ 府 康 か 吉

も 「 に か 地 る ン に 知 戦 や 影 や と 出 時 川 が 味 府 、 後 、 駿 再 将 幕 り 東 代 あ 心 て 城 は る が

倍 な 必 「 に の ク 、 っ 略 縄 響 背 ＝ し に 家 で を 城 1 は 京 府 び 軍 府 6 に は っ と は を 拠 。 家
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西暦 数え年 出来事 拠点

1542年 1歳 岡崎城主・松平広忠の長男として誕生 岡崎城

1547年 6歳 織田信秀の人質になる

1549年 8歳 今川義元の人質となる

1560年 19歳 ≪桶狭間の戦い≫今川義元が討死（人質終了）

1562年 21歳 織田信長と同盟を結ぶ

1567年 25歳 藤原徳川氏に改姓

1570年 29歳 ≪姉川の戦い≫信長とともに浅井・朝倉軍を破る

1572年 31歳 ≪三方ケ原の戦い≫

1575年 34歳 ≪長篠の戦い≫信長とともに武田軍を破る

1582年 41歳 本能寺の変、信長の死

1584年 43歳 ≪小牧・長久手の戦い≫豊臣秀吉と対立⇒小牧城

1585年 44歳 秀吉に続く地位を得て、駿府城を築く 駿府城

1590年 49歳 小田原征伐、本拠地を江戸城へ

1600年 59歳 ≪関ヶ原の戦い≫西軍を破り天下人へ

1603年 62歳 征夷大将軍に任命され、江戸幕府を開く

1605年 64歳 徳川秀忠に将軍職を譲る、駿府にて大御所政治

1614年

1615年

73歳

74歳
大坂の陣で豊臣家を滅ぼす

1616年 75歳 駿府城で亡くなる、享年75歳

浜松城

駿府城

江戸城

岡崎城

【年表】徳川家康の生涯
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戦国乱世に終止符を打ち、江戸幕府を開いた「徳川家康」

天下人として名高い家康ゆかりの地にあった城を紹介する。

【浜松城】自然石を加工せず積み上げ

た野面積み（のづらづみ）で知られる。

【駿府城】現在は駿府城公園として一

般に開放されている。


